
レジュメ・「日韓合意」は、第二の「国民基金」(アジア女性基金)～これでは
解決にならない。　　　　　　　　　　　　　　2016年6月18日　全水道会館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木裕子

１　日韓外相の「合意」に至るまで
　　　両国首脳の政治的妥協・妥結　　和田春樹「問われる慰安婦問題解決案―
日　　
　　　韓首脳会談以降を展望する」（『世界』2016年1月号、参照）

　　　　　２　日韓外相会議での「合意」

1 「合意」事項の内容
2 　日韓両国首脳の思惑
3 　米国の思惑

　　　　　３　日本国内での反応

1 　政党関係
2 　安倍首相サイドでお意見が分かれる

　　　　　４　日本の市民団体、知識人・法律家たちの反応

　　　　　５　「国民基金」(アジア女性基金)と日韓合意

1 「国民基金」に先行する「民間基金」構想～元「慰安婦」への生活支援
も考え方（上野千鶴子氏ら。結局、挫折。1993年＝94年）

2 村山内閣における「国民基金」＝「民間基金」構想の収斂(上野氏によれ
ば横領)国家責任をのがれるための政策　失敗
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